

















































































































































































































































































































































































誤 答  1人（ 0.6％） 7人（ 4.4％） 








































































える。           （授業者：坂田元丈） 
法
令
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
、
無
罪
で
あ
る
。
な
ぜ
無
罪
な
の
で
す
か
。
知
識
市民(国民・有権者という側面を通して)として、社会に関心
をもち、自らその一員として判断したり、行動したりするこ
とで社会参画することができる。
日
本
の
刑
事
裁
判
は
、
憲
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
裁
判
員
制
度
に
は
、
国
民
の
司
法
へ
の
理
解
と
裁
判
の
信
頼
度
を
高
め
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
も
み
合
い
が
な
く
、
未
必
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
殺
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
殺
人
未
遂
罪
が
適
用
さ
れ
る
。
執
拗
に
追
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
殺
意
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
傷
害
罪
が
適
用
さ
れ
る
。
事実を公正に認定したり、判決を決め
たりするためにも、裁判員として証拠
を客観的に捉えるべきである。
裁判は法令に従い公
正に行われなければ
ならない。
社
会
参
画
価
値
概
念
裁判や裁判員制度の意義を通して、あなたはどのようなこと
を考えたり、感じたりしましたか。
裁判はどのように行
わなければならない
でしょうか。
裁判員として、審理や評議にどのよう
に取り組むべきなのでしょうか。
ど
う
し
て
、
刑
事
裁
判
は
憲
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
に
よ
る
決
ま
り
が
あ
る
の
で
す
か
。
な
ぜ
、
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
す
か
。
な
ぜ
殺
人
未
遂
罪
が
適
用
さ
れ
る
の
で
す
か
。
な
ぜ
傷
害
罪
が
適
用
さ
れ
る
の
で
す
か
。
被
告
人
の
行
動
は
法
令
に
照
ら
し
て
ど
う
で
す
か
。
被
告
人
は
被
害
者
を
執
拗
に
追
っ
て
い
ま
す
か
。
被
告
人
の
殺
意
は
ど
う
で
す
か
。
す
ぐ
に
犯
行
に
及
ん
だ
と
す
る
と
、
も
み
合
い
の
有
無
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
被
告
人
に
は
未
必
の
故
意
は
、
あ
り
ま
し
た
か
。
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
な
人
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
。
裁
判
員
が
公
判
に
お
い
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
何
で
す
か
。
刑
事
裁
判
の
犯
罪
と
刑
罰
の
関
係
に
お
い
て
、
取
ら
れ
て
い
る
主
義
は
何
で
す
か
。
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
被
告
人
の
人
権
を
守
る
た
め
の
考
え
方
は
何
で
す
か
。
刑
事
裁
判
に
は
ど
の
よ
う
な
人
が
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
す
か
。
判
決
を
出
す
た
め
に
、
被
害
者
や
被
告
人
の
何
に
つ
い
て
判
断
を
し
ま
す
か
。
裁
判
員
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
訴
訟
で
第
何
審
を
扱
い
ま
す
か
。
評
議
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
い
ま
す
か
。
裁
判
官
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
も
と
づ
い
て
判
断
を
す
る
の
で
す
か
。
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
罪
刑
法
定
主
義
が
取
ら
れ
て
い
る
。
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
推
定
無
罪
の
原
則
が
取
ら
れ
て
い
る
。
刑
事
裁
判
は
検
察
官
が
起
訴
し
、
被
告
人
に
は
弁
護
人
が
つ
き
、
裁
判
官
が
判
決
を
出
す
。
被
害
者
感
情
・
被
告
人
の
情
状
・
社
会
へ
の
影
響
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
判
決
を
出
す
。
裁
判
員
制
度
は
、
刑
事
裁
判
の
第
一
審
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
官
は
、
自
分
の
良
心
と
憲
法
そ
の
他
法
令
に
の
み
従
う
。
被
告
人
に
は
、
殺
意
が
認
め
ら
れ
な
い
。
被
告
人
は
被
害
者
を
執
拗
に
追
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
。
被
告
人
に
は
法
令
に
反
す
る
点
は
な
い
。
評
議
は
裁
判
官
と
裁
判
員
の
合
議
で
行
わ
れ
る
。
裁
判
員
は
公
判
に
お
い
て
は
、
合
理
的
な
疑
い
が
な
い
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。
裁
判
員
は
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
人
な
ら
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
未
必
の
故
意
が
あ
る
こ
と
は
、
殺
意
が
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
現
場
に
お
い
て
、
も
み
合
い
は
な
く
、
す
ぐ
に
犯
行
に
及
ん
だ
。
｢社会的見方・考え方の成長過程図｣と｢社会的見方・考え方を成長させる発問の構造図｣の相関
　第３次では，下記の「成長過程図」のように知識を構造的に捉え，右の「発問の構造図」のように問
いを構成する。この｢問い｣を繰り返しながら、知識→概念→価値のように社会認識を形成していき，そ
れをもとに社会参画の態度形成(市民的資質の育成)を図ろうとしている。
第３次の社会的見方・考え方の成長過程図 第３次の社会的見方・考え方を成長させる発問の構造図
